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１ はじめに

公共工事により整備される社会資本については、長い間、市民の社会活動を支えていくた

めに必要な重要な公共資産であり、また、耐久性・性能など優れた資産であることが求めら

れています。

公共工事に関しては、談合等による不祥事の発生により、国、地方自治体を問わず、一般

競争入札の導入、拡大など入札・契約制度改革が急速に進められてきたところです。

しかしながら、近年の国・地方自治体における財政状況等は、厳しい状況が続いており、

公共投資が減少している中で価格競争の激化による著しい低入札価格による受注が多発して

おります。

このため、手抜き工事や安全対策の怠り、下請け業者へのしわ寄せなどによる公共工事の

品質低下を招くことが懸念されています。

このような状況を踏まえ、平成１７年４月１日には公共工事の品質確保を目的に、｢公共

工事の品質確保に関する法律｣が施行され、基本理念において、｢公共工事の品質は、経済性

に配慮しつつ価格以外の多様な要素をも考慮し、価格及び品質が総合的に優れた内容の契約

がなされることにより、確保されなければならない。｣とされています。

この基本理念を実現していくためには、従来の価格のみの競争から、価格と品質が総合的

に優れた調達方式への転換が必要です。この総合的に優れた公共工事を実現するため、価格

以外の要素も評価する総合評価落札方式による入札方式を八街市においても試行的に導入し

ていくものとします。
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２ 総合評価落札方式とは

｢総合評価落札方式｣とは、｢価格｣に加え、企業の｢技術的要素｣を総合的に評価し、数値化

した｢評価値｣が最も高い者を落札者とする方法です。

これは、価格と企業の技術的要素（技術力）の双方を総合的に審査することで、従来、行

われていた、競争入札における最低価格落札方式により落札者を決定する方法に比べ、より

技術力の高い企業が落札者となりやすく、工事の品質の向上が図られると考えられています。

また、価格と技術的要素の二つの基準により落札者を決定することから、企業においては

技術力向上に対する意欲を高めるとともに、談合防止に対しても一定の効果が期待できるも

のです。

ここでいう企業の技術的要素については、性能、その他に関する技術提案、施工計画、同

種工事の施工実績及び社会性、信頼性等を評価するための｢落札者決定基準｣を工事ごとに設

定し、技術的要素の評価を行っていきます。
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３ 対象とする案件と評価方式

（１）総合評価落札方式を採用する対象工事

○設計金額 ５，０００万円 以上の一般競争入札による工事

原則として上記の全ての工事が対象となりますが、次に掲げる工事については、対象と

なりません。

①緊急性の高い工事（災害復旧工事等）

②八街市建設工事等指名業者選定審査会において、適用しないこととした工事

（２）評価方法

○評価値の算出方法は、除算方式とする。

除算方式…「標準点１００点」と技術的要素の評価による「加算点」の合計による

｢技術評価点｣を「入札価格」で除して算出する方式

（３）評価方式のタイプ

○市町村向け簡易型方式（特別簡易型総合評価方式）

施工計画の評価を要件とせず、同種工事の施工実績や工事成績などの定量化された

評価項目と入札価格を総合的に評価する方式

（技術的な工夫の余地が小さい一般的で小規模な建設工事について、企業の施工能

力、配置予定技術者の能力、地域精通度・地域貢献度等を評価項目として設定）
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４ 標準的な実施手順

実施案件の資料作成・評価項目設定

↓

学識経験者からの意見聴取①

↓

八街市建設工事等指名業者選定審査会

↓

入札公告（ちば電子調達システム） ※対象工事の決定

↓

入札、技術資料の提出

↓

技術資料の開封、確認

↓

開札

↓

（低入札価格調査） ※調査基準価格を下回った場合

↓

（学識経験者からの意見聴取②） ※１回目の意見聴取で、必要があると判断された

↓ 場合

落札候補者決定

↓

八街市建設工事等指名業者選定審査会

↓

落札者決定

↓

契約
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５ ちば電子調達システムの利用

総合評価方式を適用する案件については、通常の制限付一般競争入札と同様に、ちば電子

調達システム（以下、システムと言う。）を利用します。

・技術評価点を算出するために必要な技術資料は、郵便（簡易書留）でお送りいただきま

す。持参していただいても受理できません。

また、提出期限経過後に技術資料の追加、差し替え及び訂正は認めません。

・提出された書類の工事名が誤っている場合や未記入の場合は加点されませんので、ご注

意ください。

・開札後に指名審査会の審査等の手続きを経て落札者が決定することになりますので、シ

ステム上では、「保留通知」を送り、落札者決定後に「落札者決定通知」を送ることと

します。

・最低制限価格ではなく、調査基準価格を設定します。落札候補者の入札価格が調査基準

価格を下回った場合には、低入札価格調査を実施します。



- 6 -

６ 落札者の決定方法

「標準点１００点」と技術的要素の評価による「加算点」の合計による｢技術評価点｣を「入

札価格」で除して算出する「除算方式」により、落札者を決定します。

なお、「技術評価点」を算出する評価項目及び評価基準は、あらかじめ定めた基準の中か

ら、対象工事の規模や内容により設定します。

○次の式で求めた「評価値」が最も高い者が落札者となります。

評価値

＝技術評価点÷入札価格×１，０００，０００

※桁数調整のため、上記式により算出した評価値に一律１，０００，０００を乗じ

た数値を評価値とし、小数点以下第６位を切り捨て小数点以下第５位まで算出し

ます。

・技術評価点＝標準点（１００点）＋加算点

・加算点＝評価点が最高であった１者に加算点として満点の２０点を付与します。

最高１者以外の加算点＝加算点満点値２０点×評価点÷最高１者の評価点

※加算点は、小数点以下第４位を切り捨て小数点以下第３位まで算出します。

・評価点＝評価項目及び評価基準に基づく配点の合計値を評価点とします。

・評価項目及び評価基準＝別紙１を基本に設定します。
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●総合評価方式による落札者決定算出例（予定価格 50,000,000 円）

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社

①評価点の合計 28 24 20 16

②加算点 20.000 17.142 14.285 11.428

③技術評価点 120.000 117.142 114.285 111.428

④入札価格 49,000,000 48,000,000 47,000,000 46,000,000

⑤評価値 2.44897 2.44045 2.43159 2.42234

⑥落札者決定 １位落札 ２位 ３位 ４位

①評価点

評価点は評価項目の合計点とします。（30 点が満点）

Ａ社：28 点 Ｂ社：24 点 Ｃ社：20 点 Ｄ社：16 点

②加算点の算出（加点満点値 20 点×評価点÷最高１社の評価点）

加点は最高 20 点とし、評価点が合計 28 点であったＡ社に 20 点を付与します。

Ａ社：20 点

Ｂ社：20 点× 24 点÷ 28 点＝ 17.1428 点

Ｃ社：20 点× 20 点÷ 28 点＝ 14.2857 点

Ｄ社：20 点× 16 点÷ 28 点＝ 11.4285 点

③技術評価点の算出（標準点（100 点）＋加算点）

Ａ社：100 点＋ 20.000 点＝ 120.000 点

Ｂ社：100 点＋ 17.142 点＝ 117.142 点

Ｃ社：100 点＋ 14.285 点＝ 114.285 点

Ｄ社：100 点＋ 11.428 点＝ 111.428 点

④評価値の算出（技術評価点÷入札価格× 1,000,000）

Ａ社：120.000 点÷ 49,000,000 円× 1,000,000 ＝ 2.448979 点

Ｂ社：117.142 点÷ 48,000,000 円× 1,000,000 ＝ 2.440458 点

Ｃ社：114.285 点÷ 47,000,000 円× 1,000,000 ＝ 2.431595 点

Ｄ社：111.428 点÷ 46,000,000 円× 1,000,000 ＝ 2.422347 点

⑤落札者の決定

１位：Ａ社＝ 2.44897 点

２位：Ｂ社＝ 2.44045 点

３位：Ｃ社＝ 2.43159 点

４位：Ｄ社＝ 2.42234 点
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７ 評価項目・配点

評価項目 配点

（最高点 ３０点）

① 同種工事・同規模工事の施工実績 ０～４

② 過去２年以内の同一業種の工事成績の平均点 －３～３

③ 過去３カ年度間の同一業種の優良工事表彰回数 ０～１

④ 過去２年間の指名停止の有無 －３～０

⑤ ＩＳＯ９００１または１４００１の認証 ０～２

⑥ 主任（監理）技術者の保有する資格 ０～２

⑦ 主任（監理）技術者の同種工事の施工経験 ０～４

⑧ 主たる営業所の所在地 ０～２

⑨ 災害活動の実績 ０～２

⑩ 災害協定締結の状況 ０～２

⑪ 消防団協力事業所の認定 ０～１

⑫ 市内業者への下請け実績 ０～１

⑬ 安全衛生・社会福祉（雇用状況他） ０～６

（⑬の詳細：下記の項目の該当数で配点）

・（市内在住の）障害者の雇用

・市内在住の高齢者の雇用

・市内在住の女性職員の雇用

・女性技術者の雇用

・市内在住の若年者の雇用

・若年技術者の雇用

・建設業労働災害防止協会への加入
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評価項目及び評価基準

（１）企業の施工能力

評価項目 評価基準 評点 配点

過去 10 年以内に完成し引渡しの済んだ八街市発注

の同種工事・同規模以上の元請けとしての施工実績 ４

過去 10 年以内の がある （注 2）

同種工事・同規模 過去 10 年以内に完成し引渡しの済んだ八街市以外

工事の施工実績 の官公庁が発注の同種工事・同規模以上の元請けと ３

（注 1） しての施工実績がある （注 2, 3） ４

過去 10 年以内に完成し引渡しの済んだ八街市発注 ２

の同種工事の元請けとしての施工実績がある

過去 10 年以内に完成し引渡しの済んだ八街市以外

の官公庁が発注の同種工事の元請けとしての施工実 １

績がある （注 3）

実績なし（入札参加資格としている場合には欠格） ０

八街市発注工事に ８０点以上 ３

おける過去 2 カ年 ７５点以上 ８０点未満 ２

間の同一業種の工 ７０点以上 ７５点未満 １ ３

事成績の平均点 ６５点以上 ７０点未満 ０

（注 2）（注 4）６５点未満 －３

（注 5） 実績なし ０

八街市における過 １回以上

去 3 カ年度間の同 １

一業種の優良工事 １

の表彰回数 なし ０

（注 2）（注 4）

八街市における過 あり －３

去 2 年間の指名停 ０

止の有無 なし ０

（注 6）

ISO9001 ま た は ISO9001、ISO14001 ともに認証取得している ２

ISO14001 の認証取 ISO9001、または ISO14001 を認証取得している １ ２

得状況 （注 7） 認証取得なし ０
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（２）配置予定技術者の能力

評価項目 評価基準 評点 配点

主任（監理）技術 １級土木施工管理技士または技術士のいずれかを保 ２

者の保有資格 有している （注 9） ２

（注 8） 上記の資格を保有していない ０

過去 10 年以内の 官公庁が発注した同種工事・同規模以上の工事で、 ４

主任（監理）技術 主任（監理）技術者として経験あり （注 2, 3）

者の同種工事の施 官公庁が発注した同種工事で、主任（監理）技術者 ２ ４

工経験 （注 1, 8）として経験あり （注 3）

経験なし ０

（３）地域精通度

評価項目 評価基準 評点 配点

建設業の許可にお 八街市内に本店あり ２

ける主たる営業所 八街市内に支店・営業所あり １ ２

の所在地 （注 10）八街市内に拠点なし ０

（４）地域貢献度

評価項目 評価基準 評点 配点

八街市内において、過去 10 年間に八街市が発注した

災害活動の実績 災害活動等（地震、風水害、雪害対策を含む）の実 ２ ２

績あり （注 1,11）

なし ０

災害協定締結の状 八街市との間に、災害時の奉仕活動に関する協定を ２

況 締結する協力会に加入している （注 12） ２

なし ０

消防団協力事業所 八街市から消防団協力事業所の認定を受けている １

の認定 （注 13） １

なし ０

過去 2 年以内の八 市内業者への下請け実績あり １

街市発注工事にお １

ける市内業者の下 下請け実績なし ０

請け実績 （注 1）
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（５） 安全衛生・社会福祉

下記項目のうち

８項目に該当している ６点

７項目に該当している ５点

６項目に該当している ４点

５項目に該当している ３点

４項目に該当している ２点

１項目から３項目に該当している １点

該当しない ０点

｢障害者の雇用の促進等に関する法律｣の法定雇用率を満たす障がい者を雇用している。ま

た、法定雇用義務はないが障がい者を雇用している （注 14,17）

市内在住の障がい者を雇用している （注 14,17）

市内在住の高齢者を雇用している （注 15,17）

市内在住の女性職員を雇用している （注 17）

女性技術者を雇用している （注 17,18）

市内在住の若年者を雇用している （注 16,17）

若年技術者を雇用している （注 16,17,18）

建設業労働災害防止協会に加入している

〔注釈〕

注 1：過去 10 年とは、当該工事の入札公告を行う前年度から過去 10 年間に当該年度の

入札公告日までを加えた期間とする。

注 2：発注工事と同種工事とは、発注工事と同様な内容を有する工事をいう（入札公告で

定める）。また、発注工事と同規模以上とは、発注工事の予定価格（税込）以上の

請負金額により契約した工事をいう。また、同一業種とは、建設業法で規定する業

種と同一であることをいう。

注 3：官公庁が発注した工事とは、国（各省庁）、県（都道府県）、政令指定都市及び市

町村（政令指定都市を除く）の発注工事とする。
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注 4：過去 2(3)カ年度間とは、当該工事の入札公告を行う前年度から過去 2(3)年度間と

する。

注 5：加点の対象となる工事は、当初請負金額５００万円以上に限る。

注 6：過去 2 年間とは、当該工事の公告日から遡って 2 年間の八街市建設工事請負業者

等指名停止措置要領に規定する指名停止措置の有無とする。なお、指名停止は指名

停止期間を対象とする。

注 7：ISO の認証取得については、八街市と契約を締結する事務所における認証取得の有

無によるものとし、(公財)日本適合性認定協会(JAB)または JAB と相互認証して

いる認定機関に認定されている審査登録機関が認証したものとする。

注 8：配置予定技術者は複数の技術者を申請することはできない。落札者の決定の後に特

別な理由により、やむを得ず配置技術者を変更する場合は、申請時の配置予定技術

者と同等以上の資格を有する者を配置しなければならない。

注 9：当該工事の業種により「1 級土木施工管理技士」に代わり、「1 級建設機械施工技

士」、「1 級電気工事施工管理技士」、「1 級管工事施工管理技士」、「1 級造園施工管

理技士」、「1 級建築士」、「1 級建築施工管理技士」を適宜設定する。

注 10：入札参加者条件が、市内に本店を有しているとした場合は、評価項目から削除す

る。

注 11：災害活動等とは、官公庁より緊急的に出動指示、対応指示を受け、実施した活動

を言う。なお、災害に関連する本復旧工事及び年間維持管理業務委託は対象とな

らない。

注 12：協力会とは、「八街市建設業災害対策協力会」及び｢八街市管工事協同組合｣をいう。

注 13：本工事の公告の日から開札の日までの間において有効な消防団協力事業所表示証

であること。
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注 14：当該工事の公告日現在の障がい者の雇用を対象とする。

注 15：高齢者とは当該工事の公告日現在 65 歳以上の者をいう。

注 16：若年者とは当該工事の公告日現在 15 歳以上から 35 歳未満までの者をいう。

注 17：当該工事の公告日現在 3 か月以上の直接的・恒常的な雇用関係にあることを必要

とする。

注 18：ここでいう技術者とは、建設業法で規定する主任技術者になりうる資格を持つ者

をいう。なお、業種は問わない。

８ 学識経験者の意見聴取

総合評価方式における落札者決定基準を定めようとするときは、中立かつ公正な審査・評

価等を行うため、学識経験者の意見を聴取します。（地方自治法施行令第１６７条の１０の

２第４項及び第５項）

①落札者決定基準を定めようとするとき（併せて、落札者を決定しようとするときに改め

て意見を聴く必要があるかどうかについて意見を聴取する。）

②改めて意見を聴く必要があるとの意見を述べられた場合には、落札者を決定しようとす

るとき

八街市では、千葉県が委嘱している千葉県建設工事総合評価委員に、案件ごとに意見聴取

を依頼しています。
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９ 低入札価格調査

総合評価方式により制限付一般競争入札を執行する案件については、「八街市低入札価格

調査制度実施要綱」に基づく調査基準価格を設定し、調査基準価格を下回った入札に対して

は、「八街市低入札価格調査実施要領」に基づく低入札価格調査を実施します。

○調査基準価格

調査基準価格の算定方法は、次の合計額とします。

・直接工事費の９７％の額

・共通仮設費の９０％の額

・現場管理費の９０％の額

・一般管理費の６８％の額

※ただし、予定価格（税抜）×７５％（千円未満切捨）を下限

予定価格（税抜）×９２％（千円未満切捨）を上限

とする。

○価格による失格基準

入札価格が調査基準価格を下回り、予定価格（税抜）算出の基礎となった額を基に算出

した次に掲げる額の合計額（千円未満切捨て）を下回った場合は、低入札価格調査を行

うことなく当該入札者を失格とします。

・直接工事費の７５％の額

・共通仮設費の７０％の額

・現場管理費の７０％の額

・一般管理費の３０％の額

※「価格による失格基準」は、落札者決定後に公表します。
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１０ 配置技術者等

総合評価入札案件において、主任技術者又は監理技術者及び現場代理人（以下「配置技術

者等」という。）の専任や常駐（以下「拘束」という）を求める場合、以下の点についてご

注意ください。

○総合順位で見て一番初めに調査基準価格を上回った入札者と、それより上位にいる、調

査基準価格を下回った入札者は、落札者が決定するまで配置技術者等が拘束されます。

例

参加業者名 総合順位 入札価格

Ａ － ×

Ｂ － ×

Ｃ １ △

Ｄ ２ △

Ｅ ３ ○

Ｆ ４ △

Ｇ ５ ○

Ｈ ６ ○

Ｉ ７ △

×…価格による失格基準を下回った

△…調査基準価格を下回った

○…調査基準価格を上回った

上の例の場合、Ａ，Ｂは失格となり、Ｃ、Ｄ、Ｅは配置技術者等が拘束されま

す。Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｉについては、配置技術者等が拘束されないため、他の入札

案件に参加させることが出来ます。

○低入札調査の対象者は、総合評価点の高い順に技術資料を提出していただきます。定め

られた期間以内に提出がされなかった場合は入札を無効とします。
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１１ 提出書類等

総合評価落札方式における技術資料の提出については、｢技術資料一覧｣を参考にしてくだ

さい。

なお、提出書類の様式については、ホームページに掲載してある｢技術資料様式集｣を使用

してください。
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【技 術 資 料 一 覧】

評価項目 評価区分 提出の 提出資料

有 無 様式 添付資料 枚数

企業の施工 同種・同規模工事の施工実績 有・無 第１号 同種・同規模工事の施工実績を証明 枚

能力 できる資料

同一業種の工事成績の平均点 － － － －

優良工事・優良業者の表彰 － － － －

事故・不誠実な行為 － － － －

ＩＳＯの認証取得状況 有・無 － ＩＳＯ認証を証明できる資料 枚

配置予定技 配置技術者の資格保有状況 有・無 第２号 保有資格を証明できる資料 枚

術者の能力 雇用が証明できる資料

同種・同規模工事の施工経験 有・無 第２号 同種・同規模工事の施工経験を証明 枚

できる資料

地域精通度 主たる営業所の所在地 － － － －

地域貢献度 災害活動の実績 有・無 第３号 災害活動の実績がある場合は、活動 枚

実績が証明できる資料

災害協定締結の状況 有・無 第４号 協会員の一員であることを証明する 枚

資料

消防団協力事業所の認定 有・無 － 八街市が交付した消防団協力事業所

表示証交付書の写し

市内業者に対する下請け実績 有・無 第５号 下請け実績が証明できる資料 枚

安全衛生・ 障がい者の雇用状況 有・無 第６号 雇用が証明できる資料 枚

社会福祉 高齢者の雇用状況 有・無 第７号 雇用が証明できる資料 枚

女性職員の雇用状況 有・無 第８号 雇用が証明できる資料 枚

女性技術者の雇用状況 有・無 第８号 雇用及び資格が証明できる資料 枚

若年者の雇用状況 有・無 第９号 雇用が証明できる資料 枚

若年技術者の雇用状況 有・無 第９号 雇用が証明できる資料 枚

建設業労働災害防止協会への加 有・無 第10号 加入証明の写しで代用可 枚

入状況


